
2
0
2
5
年
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夏
の
体
験
入
学

中
学
生
の
み
な
さ
ん
、鹿
高
へ
よ
う
こ
そ
！

focus the

KAKO

greenとは、「未熟な、まだ完全でない」ことを示し、「これからの可能性に満ち溢れている」ということを表す言葉です。そんな

greenな若者たちを、“グリーンエイジ”と呼びます。また、greenには「環境にやさしく、目にやさしい」とも言われており、「やさ

しさ」をイメージしています。「夢いっぱいのやさしい若者たち」にマッチした、この「GreenAge」をよろしくお願いします。

Green Age
～可能性の世代～

グリーンエイジ

focus the

KAKO

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ズ

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

夏
の
一
日
体
験
入
学
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。7
月
と
8
月
、5
日
間
で
、の
べ
4
千
名
の
中
学
生
と

保
護
者
の
み
な
さ
ん
が
来
校
。学
科
説
明
会
、授
業
体
験
、部
活
動
体
験
、学
食
体
験
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
！

　

将
来
の
鹿
高
生
の
み
な
さ
ん
の
、鹿
高
へ
の
印
象
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

８
月
４
日（
月
）〜
８
日（
金
）、本
校
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
に
留
学
中
の
海
外
の
大
学
生
を
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
招
き
、英
語
で
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。１
年
英
数
科
特
進
コ
ー
ス
の
生
徒
を
中
心
に
、英
数
コ
ー
ス
と
普
通
科
と
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
科
の
希
望
者
、そ
し
て
今
年
は
修
学
館
の
生
徒
も
迎
え
ま
し
た
。世
界
各
国
か

ら
の
留
学
生
と
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、英
語
だ
け
で
過
ご
す
５
日
間
。生
徒
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
英
語
の
ス
キ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

力
も
向
上
し
た
、貴
重
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

７
月
22
日（
火
）・
25
日（
金
）・
26
日（
土
）

８
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）
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知るを意味するラテン語。science（科学）の語源にあ
たるscientia（知識）は、Scioの派生語とされています。

Scio
145

no.

鹿児島高等学校
進学指導便り

Scio（スキオー）の意味

　

自
分
を
ど
こ
か
の
チ
ー
ム
の
監
督
だ
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
分
が
所
属
し
て
い
る
部
活
で
も
、好
き
な
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
で
も
、何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
は
例
年
最
上
級
生
が
卒
業
し
て
新
入
生
と
入
れ
替
わ

り
ま
す
が
、評
判
の
人
気
チ
ー
ム
な
の
で
多
数
の
志
願
者
が
応

募
し
ま
す
。オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
、選
り
す
ぐ
り
の
メ
ン

バ
ー
を
選
抜
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。監
督
で
あ
る
あ
な
た
は
、

責
任
を
も
っ
て
、チ
ー
ム
に
と
っ
て
必
要
な
優
れ
た
人
材
を
見

つ
け
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

ど
ん
な
試
験
を
行
い
、ど
ん
な
選
考
基
準
を
設
け
ま
す
か
？

志
望
動
機
や
人
と
な
り
は
知
っ
て
お
き
た
い
、と
い
う
の
が
人

情
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

チ
ー
ム
に
入
っ
て
何
が
し
た
い
の
か
？
今
ま
で
に
ど
ん
な
実

績
が
あ
る
の
か
？
そ
し
て
ど
の
く
ら
い
本
気
な
の
か
？

　

そ
こ
に
は
っ
き
り
と
し
た
説
得
力
が
あ
れ
ば
、チ
ー
ム
に

入
っ
て
か
ら
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。「
う
ち
の
チ
ー

ム
に
は
こ
ん
な
実
績
の
あ
る
人
材
が
ほ
し
か
っ
た
。」「
こ
ん
な

に
う
ち
の
チ
ー
ム
の
こ
と
を
理
解
し
て
、熱
意
を
持
っ
て
く
れ

る
な
ん
て
」「
こ
の
人
な
ら
、き
っ
と
活
躍
し
て
く
れ
る
は
ず

だ
。」そ
ん
な
風
に
思
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、自
信
を
も
っ
て
合

格
の
通
知
を
出
せ
る
は
ず
で
す
。

　

一
方
、と
っ
て
つ
け
た
よ
う
な
説
得
力
に
欠
け
る
志
望
理
由
や
、

い
ま
ひ
と
つ
熱
意
を
感
じ
ら
れ
な
い
受
け
答
え
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

何
百
人
も
の
受
験
者
を
見
て
い
る
監
督
の
立
場
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。本
当
に
意
欲
を
持
っ
て
い
る
の
か
、ど
こ
か
か
ら
の
借
り
物

の
言
葉
で
は
な
い
か
、見
抜
け
る
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
。

　

チ
ー
ム
の
選
抜
に
た
と
え
ま
し
た
が
、こ
れ
が「
推
薦
入
試
」で
す
。

　

推
薦
入
試
は
受
験
方
式
が
多
岐
に
渡
り
ま
す
。学
校
の
お
墨
付
き
が
あ
る

「
学
校
推
薦
」も
あ
れ
ば
、受
験
者
自
ら
が
自
己
を
P
Ｒ
す
る「
自
己
推
薦（
総

合
型
）」も
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、い
ず
れ
も
受
験
者
サ
イ

ド
か
ら
、「
私
は
あ
な
た
の
大
学
で
意
欲
を
も
っ
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る

人
物
で
す
よ
。」「
私
に
は
あ
な
た
の
大
学
に
ピ
ッ
タ
リ
の
適
性
や
実
績
が
あ

り
ま
す
よ
。」と
P
Ｒ（
推
薦
）す
る
試
験
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

推
薦
入
試
に
学
力
検
査
以
外
の
選
考
の
基
準
が
あ
る
こ
と
は
大
き
な
特

徴
の
一
つ
で
す
。で
す
が
、だ
か
ら
と
い
っ
て
対
策
が
不
必
要
な
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、熱
意
や
実
績
が
な
け
れ
ば
そ
の
入
り
口
に

立
て
な
い
と
い
う
意
味
で
は
シ
ビ
ア
な
試
験
で
す
。１
、２
年
生
の
う
ち
か

ら
大
学
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、自
分
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
幅
広
い

取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

推
薦
入
試
の
受
験
を
考
え
て
い
る
人
は
、「
自
分
が
監
督
だ
っ
た
ら
こ
ん

な
人
物
に
来
て
ほ
し
い
」と
、胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ
う
な
人
物
に
な
れ
る

よ
う
に
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

推
薦
入
試
の「
推
薦
」っ
て
何
？

進
学
指
導
室
・
木
下 

奏
一
朗

【
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ 

学
校
推
薦
型
選
抜（
公
募
推
薦
・
指
定
校
推
薦
）と
は
？

一
般
選
抜
や
総
合
型 

2
0
2
3
年
4
月
6
日
よ
り
】

　

熱
し
や
す
く
さ
め
や
す
い
私
で
す
が
、東
方
神
起
が
今
ま
で
で
一
番
心
動
か

さ
れ
、長
き
に
渡
っ
て
応
援
し
て
き
た「
オ
シ
」で
す
。

　

デ
ビ
ュ
ー
し
て
二
〇
年
、今
で
は
メ
ン
バ
ー
が
二
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、五
人
だ
っ
た
頃
の
東
方
神
起
の
熱
烈
フ
ァ
ン
の
一
人
で
す
。き
っ
か
け
は

偶
然
見
た
歌
番
組
。圧
倒
的
な
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
、五
人
の
声
が
重

な
っ
て
生
ま
れ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
、一
瞬
で
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。あ
の
と
き
の

出
会
い
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
は
曲
を
く
り
返
し
聴
き
、コ
ン
サ
ー
ト
の
映
像
を
毎
日
の
よ
う
に
見

て
い
ま
し
た
。韓
国
で
の
出
演
番
組
も
欠
か
さ
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
、日
本
語
と
韓
国

語
の
歌
声
の
違
い
を
楽
し
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
。ま
た
、日
本
語
で
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
上
達
し
て
い
く
姿
を
目
に
す
る
た
び
に
、応
援
す
る
気
持
ち
も
ま
す

ま
す
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。ス
マ
ホ
の
着
信
音
は
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
東
方

神
起
で
す
。

　

一
番
の
思
い
出
は
福
岡
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。あ
の
会
場
の
熱
気
と
感
動

は
今
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
時
に
手
に
し
た
ペ
ン
ラ
イ
ト
は
今
も
大
切

に
し
て
い
る
記
念
の
品
で
す
。

　

オ
シ
活
の
い
い
と
こ
ろ
は
、な
ん
と
い
っ
て
も
元
気
を
も
ら
え
る
と
こ
ろ

で
す
。夢
中
で
応
援
し
て
い
る
う
ち
に
、逆
に
自
分
も
力
を
も
ら
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。私
の
場
合
、校
内
に
も
オ
シ
が
存
在
し
ま
す
。

　

春
に
は
校
門
前
の
桜
が
満
開
に
な
り
、毎
日
眺
め
る
の
が
楽
し
み
で
す
。校
舎

の
入
り
口
に
飾
ら
れ
た
生
け
花
も
、季
節
ご
と
に
変
わ
り
、そ
の
様
子
を
見
る

と
、ほ
っ
と
し
ま
す
。冬
に
は
、体
育
館
前
の
木
に
と
も
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
百
周
年
記
念
で
設
置
）が
き
れ
い
で
心
温
ま
り
ま
す
。校
内
の
オ
シ
を
見
つ
け

る
た
び
に
、毎
日
が
ち
ょ
っ
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
、ぜ
ひ
一
度
東
方
神
起
の
歌
を
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。好
き
な
曲
や

思
い
出
に
つ
い
て
、一
緒
に
話
せ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。皆
さ
ん
の「
オ
シ
」も
教
え

て
く
だ
さ
い
。

絶
好
調
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
、４
回
目
は
新
留
奈
津
子
教
頭
先
生
の
登
場
で
す
。こ
れ
ぞ
オ
シ

活
！ 

韓
流
ア
イ
ド
ル
の
先
駆
と
も
言
え
る
東
方
神
起
へ
の
、尽
き
な
い
愛
を
伺
い
ま
し
た
。

新
留 

奈
津
子
教
頭
先
生

【
第
4
回
】

東
方
神
起

先
生

オオシシ
をを

えて!
オオシシ

2
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部
活
動
の
活
躍

第
7
位

【
男
子
4
0
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル
】

平
松 

希
叶（
3
F
4 

重
富
中
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

陸
上
競
技
部
7
月
25
日
〜
29
日

第
7
位

【
女
子
5
0
0
0
m
競
歩
】

佐
多 

茉
奈
美（
2
J
1 

松
元
中
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

駅
伝
部
7
月
25
日
〜
29
日

松
家 

幸
南（
2
J
2 

谷
山
中
）

中
尾 

美
悠（
2
J
3 

大
崎
中
）

田
之
上 

あ
お
い（
2
J
4 

谷
山
中
） 

木
原 

七
海（
2
F
2 

伊
敷
中
）

福
元 

て
ん（
2
F
2 

舞
鶴
中
）

山
﨑 

絢
和（
2
F
4 

坂
元
中
）

吉
田 

咲
綾（
2
F
4 

清
水
中
）

福
富 

愛（
2
F
5 

東
市
来
中
）

當 

柑
奈（
1
E
E
2 

谷
山
中
）

永
長 

李
彩（
1
J
2 

谷
山
中
）

矢
野 

彩
葉（
1
J
3 

舞
鶴
中
）

竹
田 

心
優（
1
J
5 

紫
原
中
）

令
和
7
年
度 

南
九
州
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
吹
上
杯

準
優
勝　

【
1
・
2
位
グ
ル
ー
プ
】

〈
大
会
メ
ン
バ
ー
〉

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
7
月
26
日
・
27
日

第
3
位

上
峯 

彩
乃（
1
J
4 
谷
山
北
中
）

第
5
位

里
村 

心
暖（
1
F
1 
城
西
中
）

鹿
児
島
市
高
等
学
校
新
人
弓
道
競
技
大
会

【
一
年
女
子
個
人
】

弓
道
部
7
月
27
日

【
高
等
学
校
A
部
門
】

第
70
回 

鹿
児
島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

金　

賞　

吹
奏
楽
部

【
毛
筆
の
部
】

第
30
回 

全
日
本
高
校
・
大
学
生
書
道
展

優
秀
賞　

田
島 

さ
く
ら（
3
F
1 

谷
山
北
中
）

濱
川 

愛
奈（
3
F
5 

桜
島
中
）

準
優
秀
作
品　

坂
井 

結（
3
F
1 

紫
原
中
）

中
間 

百
香（
3
F
2 

桜
丘
中
）

大
牟
禮 

し
ず
く（
2
F
8 

甲
南
中
）

書
道
部

令
和
7
年
度 

鹿
児
島
県
書
道
会

第
19
回 

席
書
大
会

準
大
賞

清
水 

優
芽（
1
F
3 

喜
入
中
）

優
秀
賞

佐
藤 

好（
1
E
E
2 

紫
原
中
）

8
月
11
日

出　

場

【
女
子
8
0
0
m
自
由
形
】

前
ノ
園 

杏
奈（
1
J
4 

星
峯
中
）

8
月
17
日

8
月
16
日
〜
20
日

競
泳

飛
込

出　

場

【
女
子
高
飛
込
】柳 

ち
な
つ（
3
J
4 

甲
南
中
）

出　

場

【
男
子
5
0
m
自
由
形
】

中
村 

斗
雅（
1
F
5 

鴨
池
中
）

出　

場

【
女
子
4
×
1
0
0
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
】

下
村 

優
紀（
3
J
2 

川
内
中
央
中
）

國
料 

姫
菜（
2
J
2 

吉
野
中
）

池
下 

樹
莉
亜（
2
J
4 

和
田
中
）

前
ノ
園 

杏
奈（
1
J
4 

星
峯
中
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

水
泳
競
技
大
会

水
泳
部

中
村
斗
雅
さ
ん
と
前
ノ
園
杏
奈
さ
ん
は
、第
79
回
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
選
手
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
ピ
ア
ノ
】

8
月
19
日
〜
21
日

銀　

賞

第
49
回 

鹿
児
島
県
高
等
学
校

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

市
坪 

愛
真
美（
3
F
8 

和
田
中
）

【
弦
楽
器
】

金
賞
・
グ
ラ
ン
プ
リ

【
木
管
楽
器
】

金　

賞

・
フ
ル
ー
ト

　

嘉
茂 

優
羽（
1
F
4 

吉
野
中
）

・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

　

山
口 

陽
菜
乃（
1
F
9 

鹿
屋
東
中
）

　

平
山 

向
日
葵（
2
F
3 

坂
元
中
）

【
金
管
楽
器
】

金　

賞

・
ホ
ル
ン

　

治
田 

小
雪（
2
F
1 

城
西
中
）

・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

　

有
馬 

徠
翔（
3
F
1 

明
和
中
）

銀　

賞

・
ホ
ル
ン

　

上
野 

琴
葉（
2
J
1 

城
西
中
）

・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

　

松
元 

愛
桜（
2
J
4 

星
峯
中
）

【
声
楽
】

金　

賞

尾
辻 

蘭（
1
J
5 

城
西
中
）

馬
場 

杏
奈（
2
F
5 

西
紫
原
中
）

肥
後 

寅
馬
琉（
3
F
4 

鴨
池
中
）

銀　

賞

中
原 

心
菜（
2
J
1 

和
田
中
）

有
田 

七
海（
3
F
7 

和
田
中
）

片
野
田 

奏（
3
E
E
2 

隼
人
中
）

銅　

賞

床
次 

紗
雪（
1
J
5 

和
田
中
）

銀　

賞

・
ア
ル
ト
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

　

本
坊 

陽
生（
3
E
E
1 

坂
元
中
）

松
元
愛
桜
さ
ん
は
、11
月
30
日（
日
）に
飯
塚
市
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
る
全
九
州
高
等
学
校
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
へ
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

【
硬
筆
の
部
】

準
大
賞

佐
藤 

好（
1
E
E
2 

紫
原
中
）

県
書
道
会
賞　

岡
江 

優
音（
2
E
T
1 

小
宿
中
）

吉
冨 

花
奈（
1
F
1 

修
学
館
中
）

清
水 

優
芽（
1
F
3 

喜
入
中
）

そ
の
他
の
活
動

優
秀
賞

8
月
8
日

高
校
生
よ
か
ア
イ
デ
ア
課
題
探
求
発
表
大
会
2
0
2
5

「
見
過
ご
さ
れ
る
ケ
ア
〜
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
の
実
効
性
を
高
め
る
に
は
〜
」

野
添 

晴
妃（
3
E
E
2 

甲
南
中
）

第
80
回 

九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
鹿
児
島
県
大
会

金　

賞

鹿
児
島
県
知
事
賞

音
楽
部
8
月
3
日

本
成
績
に
よ
り
、9
月
12
日（
金
）にiichiko

総
合
文
化
セ
ン
タ
ーiichiko

グ
ラ

ン
シ
ア
タ（
大
分
県
）で
開
催
さ
れ
る
九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

第
92
回 

N
H
K
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

鹿
児
島
県
コ
ン
ク
ー
ル

金　

賞

本
成
績
に
よ
り
、8
月
27
日（
水
）に
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
る
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

8
月
8
日

2
0
2
5
年
度 

日
商
簿
記
検
定

2
級
合
格

検
定

有
馬 

美
結（
3
J
2 

東
谷
山
中
）

7
月
27
日

7
月
25
日

3
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9月の行事予定
9月

平
常
校
時
３
年
普
通
科
共
通
テ
ス
ト
出
願
説
明
会

（
L
H
R
）／
１
年
英
数
科
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス（
L
H
R

 

リ
モ
ー
ト
）／
２
年
普・英
選
択
科
目
調
査
用
紙
配
布

情
ビ
検
定
前
補
習（
〜
5
日
）

1
月

4
木

7
日

3
水
三
弧
会
長
選
挙
立
候
補
届
出
締
切

8
月
平
常
校
時（
就
職
試
験
受
験
者
激
励
会 

L
H
R

実
施
）／
学
校
楽
し
い
ー
と
配
信

12
金

13
土
第
１
回
べ
・
駿
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
模
試

（
3
年
）①

14
日
第
１
回
べ
・
駿
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
模
試

（
3
年
）②

敬
老
の
日

15
月

21
日

24
水
45
分
×
7
限（
職
員
会
議
）／

吹
奏
楽
部
定
演（
18
時
開
演 

宝
山
ホ
ー
ル
）

25
木
体
育
祭
予
行（
3
〜
6
限
）・
7
限
カ
ッ
ト

29
月
振
休
・
生
徒
休
校

（
体
育
祭
・
国
ス
ポ
壮
行
会
予
備
日
）

30
火
45
分
×
7
限（
学
年
会
）／
駐
輪
場
整
理
／

新
三
弧
会
役
員
希
望
者
説
明
会

22
月

月
曜
校
時（
全
校
朝
礼
・
身
だ
し
な
み
検
査
）／

三
弧
会
会
長
選
挙（
L
H
R
）／

衣
替
え（
中
間
服
）移
行
期
間
〜
10
月
4
日
／

合
同
体
育（
2
〜
4
限
）／

１
年
普
英
進
路（
文
理
選
択
）ガ
イ
ダ
ン
ス（
L
H
R
）

16
火
合
同
体
育（
2
〜
4
限
）／
駐
輪
場
整
理

情
ビ
検
定
前
補
習（
〜
22
日
）

23
火
秋
分
の
日

全
商
情
報
処
理
検
定

月
曜
４
〜
６
限
授
業（
1
・
2
年
）／

合
同
体
育（
1
〜
3
限
）

20
土

体
育
祭
設
営（
3
限
〜
）／

中
間
試
験
時
間
割
・
範
囲
発
表

26
金

27
土
体
育
祭
・
国
ス
ポ
出
場
者
壮
行
会（
終
日
）↓
振
休

9
月
29
日

28
日

2
年
普
・
英
選
択
科
目
調
査
用
紙
回
収

11
木

18
木
合
同
体
育（
2
〜
4
限
）

19
金
合
同
体
育（
2
〜
4
限
）

17
水
内
科
検
診
・
健
康
相
談（
部
活
動
生
徒
・
体
育
祭

向
け
）／
合
同
体
育（
2
〜
4
限
）／

1
年
普
・
英 

選
択
科
目
調
査
用
紙
配
布（
本
調
査
）

9
火
駐
輪
場
整
理

2
火
駐
輪
場
整
理

金
曜
授
業

10
水

6
土
月
曜
1
〜
3
限
授
業

5
金

　

8
月
6
日（
水
）カ
ク
イ
ッ
ク
ス
交
流
セ
ン
タ
ー
県
民
ホ
ー
ル
で
、

本
校
和
太
鼓
部
の
第
２
回
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。テ
ー
マ

は「
残
響
」。聴
く
人
の
心
に
残
る
演
奏
を
、と
い
う
二
部
構
成
の

ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。客
席
は
そ
の
迫
力
に
息
を
呑
ん
だ
り
、手
拍
子
で

参
加
し
た
り
、暑
い
夏
の
熱
い
ス
テ
ー
ジ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
19
日（
火
）〜
24
日（
日
）、鹿
児
島
市
立
美
術
館
に

お
い
て
、美
術
部
、書
道
部
、写
真
同
好
会
の
展
覧
会
が
催
さ

れ
ま
し
た
。会
場
で
は
日
頃
の
活
動
の
成
果
に
、学
校
内
外

の
来
場
者
が
熱
心
に
見
入
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

和
太
鼓
部
第
２
回
定
期
演
奏
会
に
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
年
は
、プ
ロ
の
和
太
鼓
集
団
の
楽

曲
を
お
借
り
し
た
り
、曲
と
曲
と
の
間
の
演
目
に
も
力
を
入

れ
た
り
、部
員
が
や
り
た
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
つ
め
こ
ん
だ

演
奏
会
で
し
た
。全
力
で
太
鼓
を
打
っ
て
全
身
で
表
現
し
て

部
員
同
士
で
笑
い
合
っ
て
、ず
っ
と
こ
う
し
て
い
た
い
と
思

え
る
ほ
ど
楽
し
い
時
間
で
し
た
。今
回
の
反
省
を
活
か
し
て
、

１
・
２
年
生
は
来
年
８
月
１
日
に
行
わ
れ
る
第
３
回
定
期
演

奏
会
に
向
け
て
、さ
ら
に
表
現
や
技
術
を
磨
い
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
！
ぜ
ひ
来
年
も
お
越
し
く
だ
さ
い
！

部
長
コ
メ
ン
ト

第
58
回 

鹿
児
島
高
等
学
校

美
術
・
書
道
・
写
真
展

　

8
月
9
日（
土
）
10
日（
日
）、特
攻
平
和
会
館
に
隣
接
す

る
知
覧
文
化
会
館
で
、地
元
の
劇
団
い
ぶ
き
に
よ
る「
見

上
げ
る
空
の
彼
方
に
」が
上
演
さ
れ
、本
校
演
劇
部
が
出

演
し
ま
し
た
。昭
和
20
年
4
月
、知
覧
を
飛
び
立
っ
た
特
攻

隊
員
と
そ
の
恋
人
の
物
語
に
、2
日
で
1
1
0
0
人
を
超
え

る
観
客
が
全
国
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。演
劇
部
は
、当
時
の

知
覧
高
等
女
学
校
生
、現
代
の
大
学
生
、高
校
生
と
さ
ま

ざ
ま
な
役
を
演
じ
ま
し
た
。

戦
争
の
事
実
を
語
り
継
ぐ
演
劇
公
演

〜
本
校
演
劇
部
客
演
〜

辻
野 

香
子（
３
E
E
２ 

重
富
中
）

心
に
残
る
太
鼓
の
響
き

〜
和
太
鼓
部
第
２
回
定
期
演
奏
会
〜
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